
今号の内容：

Ｚ会教科担当者からみた
大学入試問題の変遷

教育委員会等との連携における授業研究は，３つのモデルで進めています。
【北�����員�】

 �年度，北�����員�と�プロジェクトの��は3年⽬となります。「授業
研�セミナー」として⾏う���では，研�授業の����である指��の��

��から，各�科で，指�主事の主�のもと，現場の先⽣�とプロジェクトのメ

ンバーが1つのチームを�み，授業研�を�めています。�年度は，昨年度の国
�，��，��，歴史��，�国�の5科⽬に�え，地理��のチームを�たに�
成しました。各�科で授業研�を�した⽬標を��し，⽣徒の��的な�びの�

相を⾒�り，早�活発な協�が�められています。

【⼤����������】

 ⼤��とは，昨年度に�き�き，「指���をリーダーとしたチームによる授

業��の��事業」と⼀��動させ，国�，地歴，��，理科，�国�，情�科

と，�年度�たに��する��科の７�科において，授業研�に�り�みます。

これは，�来，授業研�をリードする「��師」の�成にあたるものです。

 6⽉に�たなチームでのめ��わせを⾏い，9⽉には，各�科で研�授業の��
となるクラスの授業を��し，�題�の共有や授業��に向けた協�を⾏いまし

た。それとともに，各�科で��の��の授業などを��され，チームでの授業

��に向けて動き�めました。

【����理��科��協��】

 �理��科を��した５�からなる「����理��科��協��」と２年⽬

の��となります。この協��の事�局が中�となり，昨年度のメンバーを中�

に，各�科チームが�成されました。6⽉末に，���や��センターの指�主事
を�む��科のチームメンバーが�い，め��わせのワークショップ（左のツー

ルキット�照）を��し，チームリーダーが中�となり，ボトムアップ的に授業

研�の�り�みをスタートさせています。

教科における探究的な学びのための
授業研究ワークショップをさまざまなカタチで推進

本質を問う学びへ　教室の学びを変えるためのニュースレター
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今号の内容

教育委員会等との連
携における授業研究
の現状

国語科・数学科授業
研究ワークショップ
の様⼦

授業研究ワークショ
ップにおける研究授
業の授業者の声

上�のワークショップ動���にも、

授業研�に活⽤できるツールキットを

Webページで�開しています。
https://g-tanq.jp/common

▶ movie

https://g-tanq.jp/common
https://youtu.be/NGnYj3ga2kg


〒184 - 8 5 0 1
東京都⼩⾦井市貫井北町4 - 1 - 1 東京学芸⼤学�先端教育⼈材育成推進機構�⾼校探究プロジェクト
TE L � : � 0 4 2 - 3 2 9 - 7 9 2 7 �  � E -Ma i l � : � g - t a n q@m l . u - g a k u g e i . a c . j p �  � UR L � : � h t t p s : / / g - t a nq . j p / � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �         

＜国�科�員・東�都＞

 これまでは⼀�で⾸をかしげながら

何となく⾃�を�得させて授業をこな

してきましたが，さまざまな�点でご

�⾒をいただくことにより，これまで

と�べて，⾃�の�題も，持ち味も，

��になった気がします。�価の�点

や基�をより��にして，２�期��

の授業に�り�れたいと思います。

国語科授業づくりチームは，授業研究の１サイク
ルを終え，２チーム展開へ

授業研究ワークショップ
研究授業の授業者の声

 昨年度��した国�科授業づくりワークショップ（�３回）の

��者から，��に授業研�を⾏いたいという声があがり，授業

研�をスタートさせました。��に，プロジェクト�員の�内先

⽣（��員�援�構）より「まじめに�しく，�理をせず，�り

�んでいきたい」とお�しいただいたとおり，「����」の研

�授業に向け，オンラインやメール等で��指��の��が�め

られました。

 現在は，１回⽬の研�授業の成果や�題を踏まえ，２回⽬の研

�授業に向けた��を�めています。�たなメンバーも�わり，

�度は，２チームに�かれてそれぞれのテーマを��し相�に�

�状況を共有しながら�り�んでいるところです。�しい中で

も，時間を�りだして，前向きに�り�まれています。

 ��科授業研�ワークショップは，各都���から�まった先

⽣�が6つのチームに�かれ活動しています。開�当�は4チー
ムでしたが，ニュースレター等をご�になった先⽣�から��し

たいという声を頂戴し，�たに２チームを�成しました。それぞ

れのチームで研�テーマを��し，��指��の��，研�授

業，事�協��を�した�り�りといった授業研�のサイクルを

�めています。

 また，�年度からは，並⾏して�めている「��科リーダー向

けワークショップ」の��者を，各チームに配属し，アドバイザ

ーとして活�していただいています。その声を��します。

２年⽬となる数学科授業研究ワークショップ

＜��科�員・���＞

 �回の研�授業は，授業のねらいの

��や⽣徒の⾃⼒�決をうまく�き�

して単元を貫く授業に�るという点で

は�題が�りましたが，�⾃�，たく

さんの�びがある��となりました。

 ��の授業は「例題の��から�

�」が主なスタイルで，⽣徒もよくわ

からないけど�式に当てはめ，�き�

を覚えたら�けるという状況に，同僚

の先⽣�と現状は良くないとわかりつ

つ，打開策に�んでいました。

 �回の�り�みを�して，プロジェ

クトの�尾先⽣や野�先⽣をはじめ，

チームメンバーの先⽣�に背中を押し

てもらい，現状に⼀⽯を�じられたの

ではないかと思っています。

 当⽇の研�協�が�わったあとも，

�員�では，�時の内�やそれぞれの

授業スタイルについての�論が�いて

いました。現在では，⽣徒間の協�の

時間を�るようにした，GeoGebraを
⽣徒に�らせてみて�⼤�⼩を�えさ

せてみた，など，授業のねらいに�わ

せていろいろな⼿�を�したという�

題も�て，お�いの授業を⾒�いまし

ょう，という雰囲気も⽣まれました。

 ここがスタートと思って，前向きな

⽣徒がきちんと⼒をつけることができ

るよう研�を積んでいこうと思いま

す。

研究授業の事後協議会後に，授業者
の先⽣から，チームメンバーに届い
たコメントです。

「授業研�ワークショップをきっかけにして，��が⾃主的に⾏

える研�授業について�えるようになりました。指�主事が�っ

�るのではなく，��が⾏う授業研�をサポートできるように，

という�点をもって��していますが，先⽣�にどのようにお�

えすればよいか，指�主事と

しての授業研�への�わり�

が�しいところです。ここで

の��がすごく��になりま

すし，�しく��させていた

だいています。」

     （指�主事・�井�）
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